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研究要旨：IgG4 関連眼疾患の重症度分類を確立すべく、生活の質(QOL)ならびに視覚

の質(QOV)に対する影響を考慮した試案を作成した。具体的には、視機能や眼症状と

ともに治療の主体となる副腎皮質ステロイド薬に対する反応も考慮した分類を作成

した。今後は、この重症度分類をもとにした治療指針の確立が望まれる。 

 

Ａ．研究目的 
IgG4関連眼疾患の診断基準は2015年に

報告済みであるが、今後、より適切な治療
ならびに公的支援を供給していくために
不可欠な、疾患としての重症度分類を確立
することを目的とした。 

 
Ｂ．研究方法 

本研究班の癌か分科会のメンバーを中
心にして重症度分類の素案を作成、その後、
典型例ならびに非典型例と思われる具体
例をメンバー間で提示し、議論を重ねつつ、
より実臨床に即した重症度分類を作成し
ていった。とくに視機能への影響と治療の
中心となる副腎皮質ステロイド薬に対す
る反応性を重症度に反映させていくこと
に留意した。 
（倫理面への配慮） 

特に該当せず 
 
Ｃ．研究結果 
 眼病変の重症度を下記の 3段階に分け
た分類を作成した。 
重症 

(1)眼球突出,眼球偏位,眼瞼腫脹などの眼
症状とともに,重篤な視機能障害、すなわ
ち、矯正視力の低下、中心暗点等の視野障
害,高度な眼球運動障害がみられ,画像検
査で説明可能な所見が確認される場合. 
(2)(1)に対して副腎皮質ステロイド(ステ
ロイド)の全身投与による標準的な治療に
反応を示すも減量途中あるいは投与中止
後に再発による視機能障害等を繰り返し、
長期にわたるステロイド維持療法,もしく

はステロイド以外の何らかの治療を必要
とする場合. 
 
中等症 
(1)重篤な視機能障害をきたすもステロイ
ド内服により回復し、中止後も再発がみら
れない場合. 
(2)重篤ではないが視機能障害やドライア
イ症状がみられる場合. 
 
軽症 
(1)特に治療を必要とするほどの自覚的お
よび他覚的眼症状がない場合. 
(2)眼瞼腫脹等の軽度の眼症状に対してス
テロイド内服による標準的な治療を行っ
たところ改善し、中止後も再発がみられな
い場合 
 
Ｄ．考察 

今回作成した重症度分類は、あくまで眼
科分科会での試案であり、全身疾患である
IgG4 関連疾患としての他臓器病変の有無
や多寡、重症度、血清 IgG4 値などを考慮
に入れた分類とはなっていない。 
 IgG4 関連眼疾患にみられる眼病変は涙
腺の腫大がよく知られているが、それ以外
にも眼窩神経（三叉神経）の腫大や外眼筋
の肥厚、さらに眼窩組織内での腫瘤形成も
一定の頻度で存在し、特に眼窩先端部にお
ける外眼筋の肥厚や腫瘤の形成は視神経
に対する圧迫による視野の欠損や視力の
低下などの視機能障害を来す可能性があ
る。また、外眼筋の著しい肥厚や眼窩の腫
瘤性病変は眼球運動障害を来し、福祉の原
因となることがある。さらに、シェーグレ
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ン症候群ほどではないにしろ、涙液の分泌
障害により、ドライアイ症状を来す可能性
もある。 

以上の眼病変に伴う諸症状を勘案し、治
療の指標とすべく、IgG4 関連眼疾患の重
症度分類について議論を重ね、前述の如く
試案を作成した。今は、後この重症度分類
が適切なものであるのか、バリデーション
が必要であり、適宜改定も加えられるべき
とは思われるが、IgG4 関連眼疾患の臨床
において現時点における一定の方向性を
示すことができたものと考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 視機能への影響や副腎皮質ステロイド
薬による治療に対する反応性を考慮した
IgG4 関連眼疾患の重症度分類を作成した。 
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